
 

  

 
 
 
 
 
 

（2）委員からの情報提供「空間利用」 

 

黒田委員 

「子どもたちによる矢田地区の 

大和川河川敷自然公園づくりについて」    配付資料 

 

・ 万葉集の鮎の歌 

・ 空間利用「子どもたちによる矢田地区の大和川河川敷自然公園づくりについて」 

 

 

第５回大和川流域委員会
（H17.3.14） 
配付資料 
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(

庶
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の
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す
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部
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い
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空間利用 「子どもたちによる矢田地区の大和川河川敷自然公園づくり」について 

報告者 黒田伊彦 委員 

年 月 大 和 川 自 然 公 園 づ く り の 歩 み 関 連 事 項 

1972.10 
 
 
1981.11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1982.2.9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1983. 
 
 
1984. 
 
 
1990.2.17 
 
 
 
 
1991.2.16 
 
 
 
 
 
 
1994.8.20 
 
1995.1.28 

部落解放矢田地区第 4 回研究集会で、大
和川左岸河川敷の自然づくりを提起 
 
第8回地区研究集会で「河川敷の廃車放置
は差別を助長する」と早急な撤去と自然公
園づくりを決める 
小学生用「わたしたちと大和川」中学生
用「大和川を考える－大和川自然公園を実
現しよう－」を刊行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢田教育共闘会議が自然公園の為の河川
整備を近畿地建と交渉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪市、第 1次計画案 
を提示 
 
副読本「洪水のないきれいな大和川に」（中
学生用）刊行 
 
第 1 回大和川子ども会議 
矢田 7 校の児童会・生徒会 80 人が大和川
工事事務所森川副所長らと交渉 
 
 
第 2 回大和川子ども会議 
子ども 2659 人のアンケートでせせらぎのあ
る自然公園づくりを大和川工事事務所長へ
要求 
所長は未買収地ありと回答、矢田総合計画
委員会委員長へも要求 
 
大阪市第 2次計画案を提示 
 
第 3 回大和川子ども会議 
71 人が総合計画委員長（支部長）と交渉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1982.8.1,8.3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1984.2.22 
 
 
1985 
 
1985.5.22 
 
1990.2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今井戸川ポンプ設置のための切削部
より逆流し大水害起こる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1 回大和川サミットで総合治水対
策協議 
 
大和川クリーンキャンペーン開始 
 
大和川に酸欠により魚大量に浮く 
 
ヘドロ除去を行う 

洪水の写真（1982年 8月 3日毎日新聞夕刊より）

廃車置き場（大和川左岸） 
大和川副読本 
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年 月 大 和 川 自 然 公 園 づ く り の 歩 み 関 連 事 項 

1995 
 
 
1996.2.18 
 
 
 
1996. 
 
1998.2.28 
 
 
2003.3 

大和川左岸河川敷の豚舎・自動車廃車置
場を強制代執行で撤去する 
 
大阪府の「子ども環境水サミット」で子ども
19人が横山ノック知事に水質浄化促進を訴
える 
 
今池遺跡を大和川左岸で発掘はじまる 
 
今池遺跡発掘説明会 
5～6 年 自然公園づくり延期 
 
大阪市が大和川自然公園第 3事案を提示

 
 
 
1996.11.13 
 

 
 
 
第 2 回大和川サミット 
横山ノック知事ら合併浄化槽設置促
進 3/2 ゴミ拾いを協議 
水質 16.2mg/l 全国ワースト 1 

 

 

 

「矢田の大和川自然公園づくり」の特色 

 

①大和川左岸の河川敷の豚舎、自動車廃車置場の占拠は部落差別を助長さすので、早急な撤去を要求

する住民の行政交渉。 
 
②「子どもが変われば、親が変り、親が変われば、地域が変る」状況が作り出されてきた。 
矢田の 4小学校、3中学校、計 7校の児童会、生徒会が連携して、大和川子ども会議で行政交渉を
し、親をつき動かしている。街づくりの力として子どもが登場して来ている。 

 
③大和川への想いが、学習・啓発活動によって深められてきている。 
大和川クリーンキャンペーン絵と作文の応募は大阪の約 6割～4割。4/17「春ごと」で約 800人が
大和川で遊ぶ。大和川付替工事と矢田部落の起りの副読本による学習活動、水生生物観測会などの

「大和川子ども祭り（9月）」各小・中学校巡回クリーンキャンペーン入賞作品展示（5月～7月）
とＰＴＡ総会での展示。大和川汚染問題の学習活動など地域と学校が結びついている。 

 
④子どもの主体的活動の場を設定し、親と地域活動を結びつける教師集団の意識的な取組みがある。 
それを支えたのは矢田同和教育推進協議会大和川部会であった。 
歴史資料室にはクリーンキャンペーンの入賞作品、汚染状況、大和川付替関係資料が常時展示され

て各学校の見学学習の場となっていた。 
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